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遠隔双方向教育シ ス テ ム
一 受講生 の学習活動との 関わりか ら 一
藤田徹也 大場範明 坂川幸雄 林 暢夫
(平成5年10月29日受理)
要 旨
われわれ は, 通信メ デ ィ ア を利用した遠隔学習に関する研究の 一 環として , 学内の C A T V網
を利用した遠隔双方向教育シ ス テ ム を構成し, リ ア ル タイ ム双方向の動画通信方式に よる遠隔授業
に関する実践的な研究を行 っ て きた ｡
本稿で は , 平成4年度に実施された遠隔双方向教育 シ ス テ ム による実験授業の概要と結果に つ い
て報告し, こ の シ ス テ ム の , 受講生の学習活動を支援する シ ス テ ム と して の有効性 , およ び遠隔授
業を実施する上で の留意点に つ い て 考察する ｡
キ ー ワ ー ド
生涯学習, 遠隔学習, C A T V, 双方向
1 . は じめ に
本学で は , 短期大学開放事業の あり方に
関する研究の 一 環 とし て , 本学開放セ ン タ ー
が中心と なり, さまざま な通信メ デ ィ ア を利
用 した遠隔教育の可能性 に つ い て の研究を続
けて い る｡ 社会人の 自発的な学習を支援す る
ため , 在宅学習や遠隔 ス ク ー リ ン グ等の多様
な形態で の学習の機会を充実させ て いく こと
は, 通信基盤が急速 に整備されつ つ ある現在,
ますます重要な課題 となり つ つ ある ｡ 平成4
年7月の 生涯学習審議会の答申 ｢今後の社会
の動向に 対応 した生涯学習の 振興方策 に つ い
て｣
1) に おい て も, 生涯学習の 充実 ･ 振興方
策の 一 つ として , ｢多様なメ デ ィ ア の 活用｣
が位置付けられ て い る ｡
われわれは , 比較的低 コ ス ト で遠隔地 との
映像 ･ 音声の 双方向通信が可能な C A T V
( 有線テ レ ビ:) に着目し, 昭和63年度 より ,
大学共同利用機関である文部省 ･ 放送教育開
発セ ンタ ー の 協力の もとに , 学内に双方向C
A T Vシ ス テ ム を構成し, 教授および学習指
導方法等に つ い て の 実験 ･ 実践的研究2)を行
っ て きた｡ その 結果 , 遠隔双方向教育 シ ス テ
ム に 関する評価の とりま とめ に3)っ い て は ,
平成2年度末まで の 実験結果に 基づ い て行う
ことが で きた ｡
平成3年度か らは, 研究の童貞を, こ れま
で の シ ス テ ム 全体としての可能性の検討から,
個々 の 受講生の 学習活動の 支援の有効性の評
価に移した ｡ そして , 平成4年度 (平成5年
2月) に , 対面型 ･ 単方向型 ･ 双方向型 ･ 双
方向個別型の , それぞ れ学習環境が異な る教
室を設定し, こ の シ ス テ ム に よ る同時の 実験
授業を実施 した ｡
本稿 は, こ の 平成4年度 に実施 された実験
開放セ ン タ ー
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授業の概要と結果に つ い て報告し, こ の シ ス
テ ム の , 受講生 の学習活動を支援する シ ス テ
ム として の 有効性, および遠隔授業を実施す
る上 で の留意点に つ い て考察す る ｡
第2章で は平成2年度ま で の研究の 経緯お
よ び結果に つ い て概略を示 し, 第3章で は平
成4年度の 目的およ び概要に つ い て述 べ る｡
そ して , 第4章で は, 実験授業終了後実施 し
た ア ン ケ ー ト調査および理解度調査 の結果を
報告し, その 分析に 基づく考察を行う ｡
2
. 平成 2年度までの 研究の 経緯
2. 1 平成2年度まで の研究の目的と方法
遠隔双方向教育 シス テ ム は, 教室 の受講生
に対して , 講師が遠隔の 場所か ら授業を行う
シス テ ム で ある ｡ 講師側と教室側とに TV カ
メ ラ と マ イク を設置 し, それ ぞれの映像 ｡ 音
声を学内の C A T V網に送出し, 相手側の 映
像 ･ 音声を受信する こ とに よ っ て双方向の 通
信を実現する ｡ 実際に は送出され る信号 は 一
旦変調され , - ッ ド エ ン ドに おい て復調され
て再送出される ｡ (図1)
こ の シ ス テ ム を利用 した研究の主な目的は,
以下 の 三点で ある ｡
∽ シ ス テ ム の 問題点の 把握と改善
遠隔教育を実際に実施する場合の , 講師
と受講生の教授 ･ 学習環境の 面で配慮す べ
きシ ス テ ム 上の 問題点を把握する ｡
(1) 学習科目と学習形態 に応 じた シ ス テ ム の
最適 な利用環境の解明
一 斉授業や グル ー プ ･ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン
を含む講義な ど学習形態の 違い に応 じた シ
ス 与ム 運用 の可能性を検討する ｡ また, 実
験 ｡ 実習 ･ 実技を伴う科目で の利用環境に
つ い て も考察する ｡
(ウ) いく つ か の教室 へ の同時講義の 可能性
将来的に 1対N教室 で遠隔授業を行う場
合を想定 し, 1対1教室 の場合との比較を
′ ~ ▼
イ丁 つ ○
具体的な シ ス テ ム の構成は, 図 2 の通り
である ｡ 映像作成室 (講師側) とL L教室,
お よび映像作成室と映像利用室は, それ ぞ
れ双方向の通信が可能である ｡
遠隔双方向教育 シ ス テ ム
L L教室(学習者側)
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図 2 遠隔双方向教育 シ ス テ ム の構》
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研究の方法は, こ の シ ス テ ム を利用 し, 学
生や社会人を対象と した実験授業を行い , そ
の後ア ン ケ ー ト調査や面接調査を実施して ,
その結果を分析するとい うもの である ｡
2. 2 平成2年まで の実験結果
本研究は昭和63年度から進 め られた ｡ 昭和
63年に は, シ ス テ ム の検討, 実験授業の 計画
および教授 ･ 学習指導案ゐ作成が行 われ, 実
際の実験授業は平成元年度と平成2年度に実
施された ｡ 実施の概要および実験結果は, 以
下の とおりで ある ｡
∽ 実験科目と非実験科目と の比較 (平成元
年度)
平成元年度は, 1教室に対す る遠隔授業
を, 実験系科目 (｢金属材料学｣) と非実験
系科目 (｢外国語 (英語)｣) に つ い て そ れ
ぞれ実施 した ｡
実験 の結果, ア ン ケ ー ト の分析等に よ っ
て , 学習環境や教授方法に つ い て の問題点
が何点か 明らか に な っ たが , 全体的に は,
こ の遠隔双方向教育シ ス テ ム は, 従来まで
の対面型授業の学習環境をか なり満足 の い
く程度に , い わば ｢模擬｣ する ことに成功
したと言え る｡ なお , 実験の 詳細 は中間報
告と してまとめられて い る ｡4)
(I() 複数の 教室 へ の遠隔授業 (平成2年度)
平成2年度は, 複数の 教室 に対する遠隔
授業を, 非実験系科目(｢環境科学｣, ｢外国
語 (英語)｣) に つ い て実施 した ｡ 平成2年
度は, 平成元年度の 結果 をふまえ, モ ニ タ
ー とな っ た受講生が この シ ス テ ム を利用 し
て遠隔授業を受けた際の シス テ ム 評価の観
点をより明確 にす る方向で研究がなされた｡
実験の結果, 遠隔教育の場面で の いく つ
か の学習の 成立す る要因お よ びその 相関関
係が明らかとな っ た ｡ ま た, 複数の 教室に
対して異なる学習活動を併行的に行う こと
が十分可能で ある こ とがわか っ た ｡ なお ,




前述 の とおり, 平成2年度まで は主として
遠隔双方向教育シ ス テ ム の シ ス テ ム 全体とし
て の 可能性の検討に重点をおい た研究が行わ
れ, 成果を得る こ とが で きた ｡ この ような,
シ ス テ ム 全体の構成およ び機能を対象とす る
観点は, 特に シス テ ム の 構築段階で は重要で
あ っ た ｡
しかし, この シ ス テ ム の 目的は受講生 の学
習支援に ある｡ シ ス テ ム の有効性に つ い て議
論す るため に は, 個 々 の受講生 の視点か ら, 受
講生の 学習活動とこ の シ ス テ ム との 関わりに
つ い て, より詳細に調査する ことが必要で ある｡
以上 の こ とか ら, 平成4年度の遠隔双方向
教育 シ ス テ ム を利用 した実験 で は , 調査 の観
点と して以下の事項を設定 した ｡
(1) こ の シ ス テ ム の学習環境が受講生の学習
活動 に与え る影響
受講生の 学習活動に影響を与える要因とし
て , 以下の(7)-(⇒が考え られ る｡
(ア) 学習に 対す る意識 (予備知識, 興味 ｡
関心等)
(イ) 学習の 量 (講義, 板書, 資料プリ ン ト
等)
(ウ) 学習環境 (モ ニ タ ー 画面の 大きさ, 音
声の 明瞭度等)
(⇒ 学習環境に対する意識 (緊張感等)
これ らの項目に つ い て ア ン ケ ー ト調査を実
施する ｡ 併せて学習内容に 関す る簡単な理解
度調査を実施し, 受講生の 理解度を客感的に
把握す る｡ これ らの調査の 分析に よ っ て , 各
要因が学習活動に与え る影響を見 る ｡
(2) 異な る学習形態の 比較
こ の シ ス テ ム を運用する各教室 で は , それ
ぞれ異な る学習形態を取 っ て い る ｡ ｢遠隔 ｡
双方向 ｡ 集 団型｣ の 形態 を取 i, て い る教室
(映像利用室) と他の教室 を比較する こ と に
よ っ て , 以下の 比較が可能に なる ｡
遠隔双方向教育 シ ス テ ム
U) 双方向型と単方向型 ( 単方向型 は234
教室)
(･() 遠隔型と対面型 (対面型は映像作成室)
(ウ) 集団型と個別型 (個別型 はL L教室)
(各教室に つ い て は, 3 . 2節(3) 参照)








(1) シ ス テ ム構成
実験授業の シ ス テ ム 構成は, 前掲の図2 の
通りである ｡ 講師は映像作成室 より講義を行
う｡ 受講生 は, 映像作成室, 映像利用室, L
L教室 , 234教室の 4教室 に 分散して受講す
る (図3)｡
図3 遠隔双方向教育シス テ ム
(平成3, 4年度)
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(2) 授業の内容
･ 科 目 名 ｢環境科学｣(2単位)
･ 担 当 者 坂川幸雄教授
･ 当日受講者 本学学生141名 (1年生)
･ 授業実施日時 平成5年2月3 日㈱
第1時限 (9:00- 10:40)
･ 主 題 ｢人口と エ ネ ル ギ ー 需要 の増加｣
(全15回申の 第14回)
･ 使用教材 資料プリ ン ト 7枚
･ 授業場所 映像作成室
(3) 受講生 の学習環境
(1)の各教室 で の受講者数およ び受講生の 学
習環境は, 以下 の通りで ある ｡
∽ 映像作成室 (15名) ( 対面型)
映像作成室 で は , 受講生 は通常の 授業形
式と同様に , 直接講師と対面して受講する｡
講師が提示するス ライ ドおよ びV T R等の
資料は, 映像作成内に 1 台の21イ ン チ T V
モ ニ タを通 して見 る ことが で きる ｡
(I() 映像利用室 (37名) ( 遠隔双方向 ｢集
団型｣)
映像利用室 で は, 受講生 は天井か ら吊り
下げる形 で設置さ れて い る4台の26 イン チ
T V モ ニ タ を見 て受講する ｡ 教室 の前方中
央に はT V カメ ラ およ びマ イ クが設置され
て い るた め , 講師は この受講生側か らの 映
像を見 , 音声 を聞きなが ら授業す る ことが
で きる ｡
(ウ) L L教室 (38名) (遠隔双方向 ｢個別
型｣)
L L教室の座席は1名ごとの ブ ー ス とな っ
て おり, 受講生 は, 各 ブ ー ス の机面に 設置
さ れて い る小型 T Vモ ニ タを見て受講する｡
こ の た め, L L教室の学習環境は, (I()と比
較するとより個別学習 に近い もの とな っ て
い る ｡ 教室 の前方中央に は T V カメ ラおよ
び マイ ク が設置されて い るため , 講師は こ
の 受講生側か らの 映像を見, 音声を聞きな
がら授業す る ことが で きる ｡ ただ し, 講師
側か らはこの個人ブ ー ス の甑いが障害とな っ
て教室の雰囲気が十分に と らえ られない と
い う問題点も以前から指摘されて い る ｡
叫 234教室(51名) (遠隔単方向｢集団型｣)
受講生は, 教室前側の 左右に 設置された
2台の33 イン チT Vモ ニ タを見て受講する｡
(1)の場合と異なり講師は教室の 映像 ･ 音声
を受信する ことは できない ｡
(4) ア ン ケ ー ト調査
ア ン ケ ー ト調査実験終了後に, 全受講生 に
対して ア ン ケ ー ト調査を実施した ｡ その 内容
は図 5 の通りで ある ｡
質問 は18項目 (234教室 は17項目) で , 各
項目に つ い て 4 - 5段階評価を受講生 に求め
た ｡ 映像作成室, 映像利用室, お よびL L教
室 の受講生に 対す るア ン ケ ー ト調査の 項目 は
同 一 の もの で あるが, 234教室 に はカ メ ラ及
び マ イ ク が設置されて い な い ため, 問4 の 一
部を変更 して ア ン ケ ー ト調査を実施した ｡
(5) 理解度調査
実験授業終了後に , 全受講生に対して 理解
度調査をした ｡ その 内容は図6の通りである ｡
問題は10問で , 授業中に講師が説明 した内
容に 4 つ の 項目の 中か ら正 しい もの を1 つ 選
択する方式で実施 した ｡






















図 4 ( 写真) 実験授業
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ア チ ー プ テ ス ト
次の A - Jの 各問に つ い て夫々 の 中の該当す る項目の番号を右の 〔
A :国 (地域) 内総生産の 略記 は次の どれですか｡
1
.
G N P 2
. G D P 3. C A P 4
.
K SS
H 5･ 2 ･ 3
〕 の中に記入しなさい ｡
こ .I
B :OECD 諸国 で生産 に必要な 一 次 エ ネ ル ギ ー を最も効果的に使 っ て い るの は どの 国か ｡
1
.






90現在で大阪府の総生産 と同じ総生産を挙げて い る国は どこ か ｡
1. イ ギ リ ス 2. ス ペイ ン 3. オ ラ ン ダ 4. 台湾
D:家電品 の中で昭和63年に 普及率が100% を超えた もの はどれか ｡
1. 冷蔵庫 2. エ ア コ ン 3. 洗濯機 4. 電子 レ ン ジ
E : ム ー ン ライ ト計画の 中身は次の どれに 当た るか ｡
1
. ｢月光 の 曲｣ 演奏会 2. ライ ト ア ッ プ作戦










0.5 3. 0.01 4
.
0.001
G : コ ジ ェ ネとは次の どの方式か ｡
1
･ 電信電話共用 2. 熱電併給 3. 光電波同時供給 4. 銀行 ･ 金庫共同
H:原子力平和利用の必要性の最大の根拠は どれか ｡






3･ 太陽 エ ネ ル ギ ー 利用に 限界があるか ら 4. 核融合型原子力発電所が出来たか ら
Ⅰ :原子力発電所事故の主な原因はどれか｡
1
. 制御技術が充分で な い 2. 職員の う っ かり ミ ス
3. 燃料が良くない 4. 装置が良くな い
∫ :電気自動車が良い とお もわれる最大の 理由は どれか ｡
1
. 価格が安い 2. 騒音が出ない 3. 有害な排気ガス が出ない 4. カ ツ コ い い
* この テ ス トの結果は
調査以外に は使用 しな い 学籍番号 氏名
〔 〕
､1
受講教室 (○で 囲む), 作成室, LL , 利用室, 234
図6 理解度調査
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3
. 3 平成3年度の実験の問題点とその改善
前節の実験授業の基礎とな っ た の が, 平成
3年度 (平成4年1月29日) に実施された実
験授業で ある｡ シ ス テ ム 構成およ び授業内容
は, 平成4年度の実験と同様である ｡ こ の 実
験の調査に よる分析の 結果, 基本的に は, 逮
隔の 3教室に同時に授業を行うこ とは十分可
能である ことが確認されたが, 同時に , いく
つ かの 問題点が明らか に なり, 下記 の ような
改善を施し, 平成4年度に再び授業を実施し
た ｡
(1) 234教室の モ ニ タ画面
234教室 に設置さ れた モ ニ タ画面が, 教室
後方の受講生に と っ て は小さか っ たため , 堤
示され る板書や資料な どの教材の 読み取りが
難 しか っ た ｡ これに対応 す るた め に , 234教
室の受講生の 数を68名か ら51名に 減らし, 受
講生を前方に 集め るように した ｡
(2) 授業の形態
授業が, 講師からの こ 方的な講義形式であ っ
た ため , 双方向と単方向の 学習形態の 比較に
は不適切 で あ っ た｡ これ に 対応するた めに ,
双方向の 各教室 の受講生 へ の質問を多く取り
入れた ｡
(3) 理解度の調査
受講生の 理解度の 評価は , ｢ どの 程度理解
で きたか｣ と い うア ン ケ ー ト項目に 対する受
講生自身の 回答によ るもの であり, 客観性に






1 ア ンケ ー ト調査 ･ 理解度調査の集計
結果
実験授業終了後の ア ン ケ ー ト調査およ び理
解度調査の集計結果 は表1 - 衰3の 通りであ
る｡
また, それぞれ学習 の形態が異な る各教室
の 特徴を見るた め, ｢遠隔 ･ 双方向 ･ 集団型｣
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の形態を取 っ て い る教室 ( 映像利用室) と他
の教室とを比較した｡ 有意の 差があ っ た項目
を表4 に示す｡
4. 2 考察
本節で は, 前節の調査結果に基づ き, こ の シ
ス テ ム が受講生の 学習活動に与え る影響, 学




ア ン ケ ー ト調査で の 全体的な傾向として は,
映像, 音声, 資料に よる教材の 提示に つ い て
適切で あるとす る回答が多く ( 表1), 学習
の分量に つ い て も適切であるとする意見が大
半を占めて い る ( 表2)｡ ま た , 理解度調査
の 正解率は, 全受講生平均で約9割に達 し,
各教室 の受講生の 得点に有意 の差 は見られな
か っ た ( 表3)｡ これらの こ と は, 授業の 形
態が今回の ような講義形式主体の もの で あれ
ば, 学習 の形態を問わず, 学習活動を十分行
え る ことを示 して い るとい える ｡
学習の 分量に 関する印象の中で , 板書の 分
量に つ い て は, ｢やや少な い｣ とする受講生
が 目立 っ た ( 表2 - ③)｡ 今回 の 授業は , 餐
料プリ ン トの説明を中心と して展開された ｡
講師か らの 画面は講師の表情を中心としたも
の で あり, 板書の画面は少なか っ たと考えら
れ る｡ 受講性は, 通常, 板書の 内容を整理し
なが ら, ノ ー ト に書き込む程度で , 内容を把
握し, 理解するとい う学習活動を行 っ て いる｡
とかく, こ の ような映像の 画面は, 姿や表情
を中心 に捉え たもの になりがち であるが, 遠
隔学習に利用する場合は, ノ ー トを取るとい
う重要な学習活動を妨げない ような配慮が必
要 で ある｡ そ の ため に, 講師の 表情を撮影し
て い る画面とは別に , 常に板書の画面を受講
生に 提示するな どの 工夫8)が考え られる ｡
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(2) モ ニ タ ー 画面
ア ン ケ ー ト集計結果, および映像利用室と
の比較で特徴的だ っ た項目の 一 つ に , モ ニ タ ー
画面の仰角, 大きさおよび板書の 見やすさが
ある ( 表1-④, ⑤) ( 表4 -①, ②, ③)｡
調査の 結果明らか にな っ た点は以下 の通りに
まとめ る ことが できる ｡
∽ 上方に設置された モ ニ タ ー を仰 ぎ見 る
形 ( 映像利用室) に は, やや無理がある｡
川 個別の モ ニ タ ー を見下 ろす形 (L L教
室) は, 適切で あり, 板書等も見やすい ｡
(ウ) 前方に だけ設置された モ ニ タ ー を見 る
形 (234教室) は, 画面が 小さく感 じ ら
れ板書等 も見 にくい ｡
こ れらの点は, これま での 研究で も指摘 さ
れて い たが , 今回の 調査 で改め て確認さ れた
形とな っ た｡ 特に モ ニ タ ー が小さ い とい う意
見の 多か っ た234教室 は, 平成3年度 の 実験
時に 比 べ て , 受講生をか なり減らしたもの の ,
あまり改善の効果が見 られず , 今回 の実験授
業の反省点と な っ た｡
こ の 結果か ら, 特に集団型 の遠隔授業に お
い て は , モ ニ タ ー をで きるだ け受講生に 近 い
高さ に設置し, 各受講生が板書や提示資料か
らの ノ ー ト作成が ス ム ー ズ に で きる ような大
義3 理解度調査結果
きさ を確保する こ とが重要で あるこ とがわか




室 (234教室) に おける緊張感 の 減少がある
(表1 -⑧, 表4 -④)｡ 表1 -⑧を見ると,
単方向型教室の 緊張感 は他の 3教室と比較し
て も明らか に少な い ことがわか る ｡ 単方向型
教室の 受講生が , い っ もよりリ ラ ッ ク ス して
い る こと を示 して い ると も言え るが, 半面,
学習に対する注意が散漫に な っ て い ると も考
え られる ｡ 単方向 ･ 集団型 で の遠隔授業を実
施する場合は, 受講生 に適度 の緊張感を持た
せ るた めに , 講義が単調なもの に な らない よ
う留意す べ きで ある ｡ また, 可能で あれ ば,
単方向の教室 に , 質疑応答を行う ことの で き
る助言者を置く こと も有効で あろう ｡
(4) 対話性
理解度調査 は全般的に 高得点で あ っ たが,
2 ケ 所だけ他の 教室の 正解率と異な る部分が
あ っ た ｡ 対面型教室 ( 映像作成室) の 設問B
と, 単方向型教室 (234教室) の設 問Ⅰ で あ
る(表3 - * 1 , * 2)｡
教 室
(人 数)
設 問 別 正 答 率 (%)
平均(/lo貞) 標準偏差A B C D EF G H Ⅰ J
全 体
(151)
88 8097 86 94 94 94 84 82 99 8.96 1.217
2 3 4教室 86 7696 82 92 98 84 8471 98 8.69 1.379
(51) ('2)




89 89 9586 100 97 100 81 92 97 9.27 0.949
L L教 室
(38)




(■1) こ の正答率は他の 教室 の正答率と異な る (1% で有意)
('2) こ の正答率は他の教室の 正答率と異な る (5%で有意)
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表4 映像利用室 と有意の 差がある項目 (☆印 - 有意水準1%､ 他 の 項目は有意水準5% )




② 問3 イ モ ニ タ 一 画面 の大きさ o % 20 % 4 0 %
映便利用 量
☆ 2 3 4数量
(単方向)
6 0 % 8 0 % 10 0 %
③ 問3 ウ 黒板の板書
瓜 連切 口 や や適切 飼 あまり適切で な い 田 適切で な い
L L教 皇
映像利用 量
☆ 2 3 4教室
細 見える □ や や 見える 虹 あまり見えな い 国 見えな い
④ 問4 ア 通常と比較 して の緊張感
映像利用 量
2 3 4教 室
⑤ 間4 エ 質問 ･ 討論の容易さ
払 緊 張 した 口 や や緊張 した 田 あまり緊張 しな か っ た 田緊 張しな か っ た
接 客易で ある □ やや容易で ある 飼 あまり容易で な い 臨 容易で な い
⑥ 問4カ 質問 ･ 討論の 必要性
圏 感 じる [コや ゃ 感 じる 鼠 あま り感 じな い 田 感 じな い
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この うち設問Ⅰ (原子力発電所事故の原因)
は, 講師の板書から出題されて おり, 単方向
型教室で の正解率が低い の は, モ ニ タ ー の板
書が見にくか っ たため で あると考えられる ｡
こ の前述(2)を裏付ける もの とな っ て い る｡
設問B (G D P単位の 最も低い 国) の正解
率が低くな っ た原因であるが , こ の ときの授
業の 流れを振り返 っ て み よう｡ 講師が対面型
教室 の受講生の 一 人に ｢G D P原単位の最 も
高い国 はどこ か｣ と質問し, 受講生が ｢カ ナ
ダ｣ と答え た後, 今度は他の 教室 ( 映像利用
塞) の受講生 を指名して ｢で は, 最 も 一 次 エ
ネ ル ギ ー を効率良く使 っ て い る国 はどこか｣
と質問し, ｢日本｣ とい う答え (設問B の 正
解) を得て い る ｡ そして , 理解度調査の結果,
対面型教室 の設問の設問Bに 対す る誤答の ほ
とん どが ｢カ ナ ダ｣ で あ っ た ｡ こ の こ と は,
講師か らの 質問および受講生 の返答が , 学習
活動 を構成する重要な要因と して , 質問に 答
えた当人だけで なく, 教室に い る受講生全体
に影響 を与え得る こ とを示 して い る ｡
表4 - ⑤, ⑥から, こ の シ ス テ ム の 遠隔型
教室 で の質問 ･ 討論は, 対面型教室と比較し
て容易で なく, また, あまり積極的 でな い傾
向が うかが え る｡ しか し, 上述 の通り, 講師
と受講生, あるい は受講生同士 の対話の積極
的な導入は, 学習の 活性化を促す上 で重要 で
あると考え られる ｡ こ の た めに , 授業に質問
や討論を積極的に導入す る ことが望まれる ｡
さ らに , 個々 の 受講生が できるだけス ム ー ズ
に この対話に参加で きるように , シ ス テ ム 面
からの検討も必要で ある ｡ その例として, パ
ソ コ ン通信等 の 音声を使わない メ デ ィ ア を併
用9)して , 意見の 発表を容易に する こ と な ど
が考えられる ｡
5 . おわりに
本稿 で は, 平成4年度 に実施され た実験授
業の結果を分析する ことに よ っ て , 個々 の受
講生 の学習活動と この シ ス テ ム との関わりに
つ い て , 考察を行う ことが で きた｡ 基本的に
は, こ の シ ス テ ム を利用 した講義形式の遠隔
学習は十分可能で ある ことがわか っ た ｡ と同
時に, 板書を表示する画面が必要なこと, モ
ニ タ ー 画面の 大きさや角度の配慮 , 単方向教
室で の緊張感の 減少, 対話の重要性などの ,
何点か の留意すべ き点も明 らか に な っ た｡
近年, 都市型 C A T V は着実に 普及 し つ つ
あり , 在宅で の リア ル タイ ム ｡ 双方向の学習
は, 教育機関を地域の CA T V網 に接続する
ことに よ っ て実現可能に な っ た ｡ こ の ような
形態をも含め , 今後とも, さまざまな通信技
術を利用 した生涯学習 の支援に つ い て , 実践
的な研究を続けて い きたい ｡
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Dista n c e-Inte ra ctiv e Te a ching Syste m
ln Relatio n to the Stude nts
'
Le a r ning Activities
Tets uya F U J IT A, Noriaki O H B A
Yukio S AKA G A WA
,
and Nobu o H A Y A S HI
(Rec eiv ed Octobe r29, 1993)
A BST R A C T
As part of o u r r e se a rch o n dista n ce edu c atio n utilizing m ultim edia, w e de v eloped a
distanc e te a ching-1ea r n lng Syste m e mployl ng the in- c ollege CA T V n etw o rk c apable of
re al-tim e inter a ctiv e vide o transm issio n, a nd ha v e sin c e c o ndu cted s o m e e xperim e nts
o nits pr a ctic al ap plic ation .
T his a rticle r epo rts an o utlin e of the e xperim e ntal te a ching s e sion held in the
a c ade mic ye a r1992, pres e nting the r es ults obtain ed fr o m it and dis c u s s esto what
e xte nt the syste m w a s w a s effe ctiv e in a s siting the stude nts
'
1e ar nlng a ctivitie s. So m e
spe cific pr oble m sin v olv ed in dista n cete a ching a re also dis c u s sed.
K E Y WOR DS
Life-lo ng le a r n ing, D ista n c ete a ching, C A T V Inter a ctiv e.
